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今
年
は
弘
法
大
師
・
お
大
師
さ
ま
が
四
国
霊
場
を

お
開
き
に
な
ら
れ
て
千
二
百
年
の
吉
祥
、
吉
縁
の
年

で
あ
り
ま
す
。

ほ
う
き

お
大
師
さ
ま
は
宝
亀
五
年
（
七
七
四
年
）
青
葉
か

ぜ
ん
つ
う
じ

し

お
る
六
月
十
五
日
、
香
川
県
善
通
寺
市
で
お
生
ま
れ

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
お
名

ま

お

前
は
真
魚
と
呼
ば
れ
、
聡

き
ず
い

明
、
数
々
の
奇
瑞
を
現
す

と
ふ
と
も
の

天
才
少
年
、
ま
た
は
貴
物

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
十
八

才
、
時
の
都
、
長
岡
京
市

の
大
学
に
入
学
さ
れ
ま
し

た
が
、
大
学
は
お
大
師
さ

ま
が
求
め
る
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

お
大
師
さ
ま
は
、
そ
の
志

を
四
国
の
山
野
に
求
め
、く

一
介
の
修
行
者
と
し
て
久

し
ゅ
れ
ん
ぎ
ょ
う

修
練
行
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
四
才
の
時
に
著
さ

さ
ん
ご
う
し
い
き

れ
ま
し
た
「
三
教
指
帰
」

あ
こ
く
た
い

と
い
う
書
物
に
「
阿
國
太

り
ょ
う

が
た
け

と

竜
ヶ
嶽
に
登
り
よ
じ
、
土

し
ゅ
う
む
ろ
と
の
さ
き

こ
ん
ね
ん

た
に

州
室
戸
崎
に
勤
念
す
。
谷

ひ
び

お

み
ょ
う
じ
ょ
う
ら
い
え
い

響
き
惜
し
ま
ず
。
明
星
来
影
す
。」
と
阿
波
の
第
二

た
い
り
ゅ
う

じ

ほ
つ
み
さ
き

十
一
番
・
太
竜
寺
と
土
佐
の
第
二
十
四
番
・
最
御
崎

じ寺
、
室
戸
岬
の
岩
頭
で
修
行
さ
れ
た
と
述
べ
て
お
ら

こ
く
う
ぞ
う
ぼ
さ
つ
ぐ
も
ん
じ
ほ
う

れ
ま
す
。
そ
の
修
行
は
「
虚
空
蔵
菩
薩
求
聞
持
法
」

と
呼
ば
れ
、
全
て
の
経
典
を
記
憶
で
き
る
超
能
力
を

体
得
す
る
こ
と
で
し
た
。

え
ん
り
ゃ
く

三
十
一
才
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
年
）
さ
ら

け
ん
と
う
せ
ん

に
法
を
求
め
る
お
大
師
さ
ま
は
、
遣
唐
船
で
今
の
中

け
い
か

か
し
ょ
う

国
に
渡
り
、
恵
果
和
尚
よ
り
真
言
密
教
を
伝
授
さ
れ

か
ん
な
ん
し
ん
く

艱
難
辛
苦
、
九
死
一
生
を
得
て

こ
う
に
ん

帰
国
、弘
仁
六
年（
八
一
五
年
）

御
自
身
が
お
生
ま
れ
に
な
り
、

若
き
時
に
ご
修
行
さ
れ
た
四
国

の
地
に
、
霊
場
を
お
開
き
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

四
国
霊
場
、
八
十
八
ヶ
所
巡

拝
は
、
お
大
師
さ
ま
が
御
修
行

み
あ
と

さ
れ
ま
し
た
御
跡
を
慕
い
、
険

し
き
山
々
、
波
さ
か
巻
く
海

岸
、
野
辺
の
道
を
一
三
〇
〇
㎞

え
い
ち

歩
き
訪
ね
、
自
然
の
叡
智
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
で
学
び
、
癒
さ

れ
、
満
た
さ
れ
て
い
く
巡
拝
修

行
で
す
。

し
ょ
う
え
ん

本
年
は
真
に
勝
縁
の
年
、
是

非
と
も
御
巡
拝
さ
れ
お
大
師
さ

ま
直
々
に
お
か
げ
、
御
利
益
を

戴
い
て
下
さ
い
。
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今
年
は
弘
法
大
師
・
お
大
師
さ
ま
が
四
国
霊
場
を

開
創
さ
れ
て
千
二
百
年
の
吉
縁
の
年
、
満
足
行
パ
ー

ト
�
は
土
佐
霊
場
の
後
半
と
菩
提
の
道
場
・
伊
予
の

だ
い
ぜ
ん
じ

り
ゅ
う

二
ヶ
寺
と
別
格
第
五
番
・
大
善
寺
と
別
格
六
番
・
龍

こ
う
い
ん

光
院
を
巡
拝
し
ま
す
。

お
大
師
さ
ま
も
通
ら
れ
た
、海
の
遍
路
道

し
ょ
う
り
ゅ
う

じ

す
ざ
き
し

第
三
十
六
番
・
青
龍
寺
か
ら
須
崎
市
の
別
格
第
五

よ
こ
な
み

番
・
大
善
寺
に
は
横
浪
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
浦
ノ
内
湾

を
歩
く
道
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
も
う
一
つ
の
遍
路

道
、
横
浪
の
渡
し
が
あ
る
。
お
大
師
さ
ま
も
通
ら
れ

た
れ�

っ�

き�

と
し
た
海
の
遍
路
道
で
あ
る
。

七
時
五
分
、
宇
佐
大
橋
の
近
く
埋
め
立
て
よ
り
乗

船
、
寒
風
、
波
し
ぶ
き
を
立
て
な
が
ら
浦
ノ
内
湾
を

走
る
、
途
中
、
二
ヶ
所
に
寄
り
通
学
の
小
、
中
学
生

の
子
供
が
乗
っ
て
く
る
の
が
楽
し
い
、
約
五
十
五
分

ほ
と
け
ざ
か

の
船
旅
で
あ
る
。
浦
ノ
内
で
下
船
、
仏
坂
不
動
尊
を

参
拝
し
須
崎
市
内
、

別
格
第
五
番
・
大
善

寺
。
小
高
い
山
の
上

に
堂
宇
が
所
狭
し
と
あ

わ

並
ぶ
。
初
日
は
安
和

よ
り
焼
坂
の
遍
路
道

を
登
り
、
中
土
佐
町

く

れ

久
礼
駅
ま
で
歩
く
。

な
な
こ
と
う
げ

久
礼
よ
り
大
坂
の
急
坂
を
登
り
七
子
峠
、
高
速
道

い
わ
も
と
じ

路
が
出
来
て
寂
れ
て
い
る
。
第
三
十
七
番
・
岩
本
寺

は
不
動
明
王
、
観
音
菩
薩
、
阿
弥
陀
如
来
、
薬
師
如

来
、
地
蔵
菩
薩
の
五
体
を
御
本
尊
と
す
る
珍
し
い

寺
。

絵
天
井
に
曼
荼
羅
世
界
の
岩
本
寺

ま
た
、
本
尊
の

天
井
に
は
五
百
七

十
五
枚
の
絵
、

様
々
な
物
が
描
か

れ
て
い
る
。
二
年

に
一
度
、
金
髪
の

マ
リ
リ
ン
・
モ
ン

ロ
ー
さ
ん
に
逢
う
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。

こ
ん
ご
う
ふ
く
じ

岩
本
寺
よ
り
第
三
十
八
番
・
金
剛
福
寺
ま
で
は
約

八
〇
㎞
、
札
所
間
の
距
離
が
一
番
離
れ
て
い
る
所
で

あ
る
、
長
い
道

中
、
遍
路
と
は
何

か
自
問
自
答
す

る
。ま

た
、
遍
路
の

楽
し
み
が
一
杯
あ

る
コ
ー
ス
で
も
あ

る
。
黒
潮
町
熊
井

に
は
明
治
三
十
八

年
に
出
来
た
レ
ン

ガ
造
り
の
ト
ン
ネ

ル
を
歩
く
。
四
万

十
川
の
河
口
、
下

田
よ
り
対
岸
の
初

崎
ま
で
渡
し
船
に
乗
る
。

今
に
生
き
る
四
国
遍
路
の
中
興

し
ん
ね
ん
し
ょ
う
に
ん

真
念
上
人

い

づ

た

伊
豆
田
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
市
野
瀬
、
江
戸
時

代
四
国
遍
路
の
中
興
・
真
念
上
人
ゆ
か
り
の
庵
が

く

も

も

あ
る
。
下
ノ
加
江
、
久
百
々
を
過
ぎ
る
と
一
・
六
㎞

お
お

ぎ

白
砂
青
松
の
大
岐
の
浜
、
こ
の
浜
が
遍
路
道
で
あ

る
。渚

を
歩
き
砂
浜

に
願
い
事
を
書

く
、
打
ち
返
す
波はま

に
消
さ
れ
る
、
浜

か
ん
じ
ょ
う

灌
頂
の
浜
で
あ

い

ふ

り

る
。
以
布
利
に
は

大
阪
海
遊
館
の
養

魚
場
が
あ
る
。
一
昨
年
に
巡
拝
し
た
時
、
大
き
な
ジ

ン
ベ
イ
鮫
を
見
せ
て
貰
っ
た
。

あ
し

ず
り

み
さ
き

海

の

霊

跡

、

足

摺

岬ふ

だ
ら
く

第
三
十
八
番
・
金
剛
福
寺
は
観
音
浄
土
、
補
陀
落

と
か
い

渡
海
の
寺
、
山
門
に
嵯
峨
天
皇
の
補
陀
落
東
門
の
額

が
架
か
る
。
足
摺
の
地
名
は
観
音
浄
土
に
小
船
で
旅

立
つ
弟
子
を
見
送
っ
た
僧
が
、
自
分
も
早
く
行
き
た

じ

だ
ん

だ

い
と
地
団
駄
を
踏
ん
だ
事
に
由
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
金
剛
福
寺
を
参
拝
し
て
足
摺
岬
を
西
廻
り
に
、

松
尾
か
ら
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
故
郷
、
中
浜
か
ら
再
び

以
布
利
、
下
ノ
加
江
、
市
野
瀬
と
打
ち
戻
る
。
え
ん
こ
う
じ

土
佐
、
最
後
の
札
所
、
第
三
十
九
番
・
延
光
寺
に

は
真
念
上
人
の
道
し
る
べ
石
が
今
に
残
る
地
蔵
峠
を

越
え
、
宿
毛
市
平
田
に
出
る
。

延
光
寺
は
四
十
八
年
前
、
初
め
て
遍
路
を
し
た
時

お
納
経
代
が
無
く
て
境
内
の
草
抜
き
を
手
伝
い
、
お

納
経
を
戴
い
た
想
い
出
が
あ
る
。
こ
の
付
近
の
風
景

は
当
時
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。

修

業

の

道

場

・

土

佐

よ

り

菩

提

の

道

場

・

伊

予

宿
毛
市
の
ホ
テ
ル
を
早
朝
に
出
発
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
貝
塚
よ
り
小

深
浦
、
大
深
浦
の

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、

昔
の
土
佐
か
ら
伊

予
へ
の
交
通
の
要

所
、
松
尾
峠
の
急

登
に
喘
ぐ
。
峠
の

頂
上
に
は
国
境
の

標
石
と
大
師
堂
が

あ
る
。

愛
南
町
に
下

り
、
伊
予
の
最
初

の
札
所
は
第
四
十

か
ん
じ
ざ
い
じ

番
・
観
自
在
寺
、

平
城
天
皇
ゆ
か
り

の
寺
、
御
本
尊
は
薬
師
如
来
で
あ
る
。

土
地
の
人
の
信
仰
が
生
き
る
柏
坂

内
海
よ
り
柏
坂
（
四
六
〇
ｍ
）
越
え
の
三
・
三
㎞

の
ぐ
ち
う
じ
ょ
う

に
喘
ぐ
、
峠
で
は
野
口
雨
情
の
詩
標
と
宇
和
海
の
絶

景
が
一
望
で
き
る
。

別
格
第
六
番
・
龍
光
院
は
宇
和
島
市
の
中
央
、
小

し
ゅ
く
ゆ
う

高
い
山
の
上
、
一
昨
年
、
祝
融
の
災
の
本
堂
も
立
派

に
修
築
さ
れ
て
い
る
。

り
ゅ
う

こ
う

じ

ぶ
つ

も
く

じ

心
な
ご
む
、
龍
光
寺
と
仏
木
寺

第
四
十
二
番
・
仏
木
寺
は
田
園
の
中
、
立
派
な
山

か
や
ぶ
き
や

ね

し
ょ
う
ろ
う

門
と
茅
葺
屋
根
の
鐘
楼
が
美
し
い
寺
で
あ
る
。
御
本

尊
は
大
日
如
来
、
御
真
言
の

オ
ン

ア
ビ
ラ
ウ
ン

ケ
ン

バ
ザ
ラ
ダ
ト
バ
ン

と
唱
え
る
。

第
四
十
一
番
・

龍
光
寺
に
打
ち
戻み

る
。
龍
光
寺
は
三

ま間
の
稲
荷
さ
ん
と

親
し
ま
れ
て
い

る
、
正
面
に
鳥
居

が
立
ち
稲
荷
さ
ん

が
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
。
小
さ
く
ま
と
ま
っ
た
境

内
、
何
か
ホ
ッ
ト
す
る
雰
囲
気
が
漂
う
お
寺
で
あ

る
。今

回
は
こ
こ
で
打
ち
止
め
、
十
日
間
の
修
行
を
無

事
に
終
え
る
。

合

掌

巡
拝
修
行
日
数

十
日
間

修
行
歩
行
距
離

二
五
四
㎞

修
行
参
加
者

十
四
名
（
一
部
参
加
者
を
含
む
）

四
国
八
十
八
ヶ
所
・
別
格
二
十
霊
場

四
国
霊
場
開
創
一
二
〇
〇
年
記
念

歩
く
お
遍
路

第
十
二
回

ま
ん

ぞ
く

ぎ
ょ
う

じ
ゅ
ん

ぱ
い

パ
ー
ト
�

平
成
２６
年

２
月
１３
日

よ
り

２
月
２２
日

仏坂、岩不動

駒井トンネル
四万十川
下田の渡し船

松尾峠の大師堂

ほほえむマリリン
モンローさん

渚の遍路道
大岐の浜

第４０番
観自在寺山門

第４２番
仏木寺鐘楼堂

人
生
即
遍
路
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六
月
は
梅
雨
の
季
節
、
こ
の
時
季
の
遍
路
は
雨
と

暑
さ
で
体
力
を
消
耗
す
る
。
そ
の
対
応
が
巡
拝
の
成

否
の
鍵
と
な
る
。

今
回
の
満
足
行
は
二
月
に
終
っ
た
第
四
十
二
番
・

ぶ
つ
も
く
じ

仏
木
寺
か
ら
歩
き
始
め
る
。

め
い
せ
き
じ

は
な
が
と
う
げ

第
四
十
三
番
・
明
石
寺
に
は
歯
長
峠
を
越
え
る
。

久
し
ぶ
り
に
歯
長

峠
の
急
登
に
大
汗

を
か
く
。
峠
よ
り

宇
和
の
山
々
が
霞

な
ぎ

け
や
き

む
。
梛
や
杉
、
欅

の
大
木
に
囲
ま
れ

た
本
堂
、
葺
き
替

ひ
わ
だ
ぶ

え
ら
れ
檜
皮
葺
き

か
ら
く
さ
も
ん

の
唐
草
門
が
美
し

い
。
地
元
の
人
よ

り
「
あ
げ
い
し
」

さ
ん
と
親
し
ま
れ

さ
い
よ

し

お
お
ず

し

る
。
時
折
の
小
雨
の
中
、
西
予
市
と
大
洲
市
の
境
、

と
さ
か
と
う
げ

鳥
坂
峠
の
下
に
新
し
い
遍
路
小
屋
、
雨
の
日
は
非
常

に
あ
り
が
た
い
。

山
上
に
大
伽
藍
、四
国
の
古
刹
、別
格
七
番
・
し
ゅ
っ
せ
き
じ

出
石
寺

出
石
寺
に
は
平
野
よ
り
小
雨
の
中
、
夏
草
と
灌
木

を
か
き
分
け
る
こ
と
四
時
間
、
標
高
八
〇
〇
ｍ
の
山

上
に
大
伽
藍
、
七
百
十
八
年
に
道
教
法
師
に
開
山
さ

れ
、
平
成
二
十
九
年
に
は
開
創
千
三
百
年
、
四
国
で

屈
指
の
歴
史
を
誇
る
寺
で
あ
る
。
奉
納
経
の
印
に
は

ゆ
う
し
つ

自�

然�

湧
出
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
雨
が
冷
た
く

あ
ぞ
う

体
が
冷
え
て
く
る
。参
拝
後
、大
洲
市
阿
蔵
に
下
る
。

と

よ

が
は
し

大
師
さ
ま
は
橋
の
下
の
橋
の
下
、別
格
八
番
・
十
夜
ヶ
橋

十
夜
ヶ
橋
に
は

今
も
、お
大
師
さ
ま

が
橋
の
下
で
野
宿

を
さ
れ
て
い
る
。

「
ゆ
き
な
や
む
浮

世
の
人
を
渡
さ
ず

ひ
と
よ

と

よ

は
、一
夜
も
十
夜
の
橋
と
思
は
ゆ
」と
お
大
師
さ
ま
は

貧
し
い
土
地
の
人
々
を
慈
し
み
、
衆
生
済
度
の
御
誓

願
を
さ
れ
た
所
、交
通
の
要
所
、お
大
師
さ
ま
が
お
休

み
に
な
る
国
道
の
橋
の
上
を
高
速
道
路
の
橋
が
跨
ぐ
。

だ
い
ほ
う
じ

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
真
中
、第
四
十
四
番
・
大
宝
寺

明
石
寺
よ
り
第
四
十
四
番
・
大
宝
寺
ま
で
約
七
〇

㎞
、
四
国
で
二
番
目
に
札
所
間
が
遠
い
所
、
内
子
町

を
過
ぎ
る
と
宿
も
コ
ン
ビ
ニ
も
無
い
。

お
大
師
さ
ま
が
大
洲
市
を
修
行
中
、
雨
ば
か
り
で

あ
っ
た
が
大
宝
寺
へ
の
峠
を
越
え
た
時
、「
や
っ
と

ひ
わ
た
と
う
げ

日
和
に
な
っ
た
」
が
語
源
の
鴇
田
峠
を
越
え
る
と
久

万
高
原
町
、
杉
の
大
木
と
豪
快
な
山
門
の
大
宝
寺
を

参
拝
す
る
。
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
半
分
に
位
置
す
る

寺
で
あ
る
。

い
わ

や

じ

南
画
の
風
景
、
第
四
十
五
番
・
岩
屋
寺

大
宝
寺
か
ら
畑

野
川
に
下
り
遍
路

道
か
ら
八
丁
坂
を

登
る
と
岩
屋
寺
、

今
に
も
落
ち
て
き

そ
う
な
岩
山
の
下

に
本
堂
や
納
経
所
が
並
ぶ
、
小
雨
で
霧
が
漂
い
南
画

の
雰
囲
気
、岩
と
岩
の
間
を
登
る「
せ
り
割
り
行
場
」

や
本
堂
の
下
に
は
「
穴
禅
定
の
行
場
」
が
あ
り
魅
力

に
富
ん
だ
寺
で
あ
る
。

え
も
ん
さ
ぶ
ろ
う

み
さ
か
と
う
げ

三
坂
峠
を
下
る
と
道
後
平
野
、衛
門
三
郎
ゆ
か
り
の
寺
々

じ
ょ
う

る

小
雨
の
中
、
三
坂
峠
を
下
り
第
四
十
六
番
・
浄
瑠

り

じ

璃
寺
、
小
木
に
囲
ま
れ
た
境
内
、
今
に
も
お
大
師
さ

ま
が
現
れ
そ
う
な
光
景
、
四
国
の
熊
野
信
仰
の
拠
点

と
言
わ
れ
た
第
四
十
七
番
・
八
坂
寺
を
参
拝
し
、
近

く
の
四
国
遍
路
の
元
祖
・
衛
門
三
郎
ゆ
か
り
の
別
格

も
ん
じ
ゅ
い
ん

九
番
・
文
殊
院
を
参
拝
す
る
。
重
信
川
を
渡
る
と
第

さ
い
り
ん
じ

四
十
八
番
・
西
林
寺
で
あ
る
。
念
仏
聖
、
空
也
上
人

ゆ
か
り
の
第
四
十

じ
ょ
う

ど

じ

九
番
・
浄
土
寺
を

打
つ
、
境
内
は
ツ

ア
ー
遍
路
の
巡
拝

団
体
で
溢
れ
て
い

る
。
第
五
十
番
・

は
ん
た

じ

繁
多
寺
、
通
称
、
畑
寺
は
松
山
市
の
浄
水
池
の
横
で

あ
る
。
道
後
温
泉
と
共
に
松
山
を
代
表
す
る
観
光

い
し
て

じ

地
、
第
五
十
一
番
・
石
手
寺
、
夕
方
五
時
を
過
ぎ
る

と
日
中
の
喧
騒
が
嘘
の
様
に
静
か
、
境
内
に
座
し
読

経
を
す
る
。

た
い
さ
ん
じ

山
全
体
が
境
内
の
第
五
十
二
番
・
太
山
寺

太
山
寺
は
道
路
沿
い
の
総
門
か
ら
本
堂
ま
で
が
か

な
り
離
れ
て
い
る
、
山
全
体
が
境
内
で
あ
る
。

第
五
十
三
番
・

え
ん
み
ょ
う

じ

円
明
寺
の
近
く
、

芳
野
玉
雄
さ
ん
宅

を
訪
ね
、
三
年
前

に
亡
く
な
ら
れ
た

奥
様
に
経
を
あ
げ

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
芳
野
様
は
九
十
四
才
、
病
気
を

さ
れ
た
と
の
事
で
す
が
回
復
さ
れ
、
お
元
気
な
姿
に

安
心
す
る
。

心
な
ご
む
瀬
戸
内
海
の
潮
騒

旧
北
条
市
か
ら
国
道
三
四
七
号
線
を
瀬
戸
内
海
沿

え
ん
め
い
じ

い
に
今
治
市
に
歩
く
。
第
五
十
四
番
・
延
命
寺
に
昼

過
ぎ
に
着
く
、
天
気
は
良
い
が
汗
が
吹
き
出
る
。

な
ん
こ
う
ぼ
う

第
五
十
五
番
・
南
光
坊
は
今
治
市
街
、
夕
方
五
時

の
奉
納
経
が
い
た
だ
け
る
時
間
に
間
に
合
う
か
と
気

に
し
な
が
ら
第
五
十
六
番
・
泰
山
寺
へ
と
急
ぐ
。

え
い
ふ
く
じ

早
朝
六
時
前
、
第
五
十
七
番
・
栄
福
寺
を
参
拝
、

境
内
に
真
新
し
い
ビ
ル
風
の
建
物
が
目
を
引
く
。
犬

せ
ん
ゆ
う
じ

塚
池
よ
り
第
五
十
八
番
・
仙
遊
寺
に
登
る
。
境
内
は

掃
除
が
行
き
届
き
清
々
し
い
。
仙
遊
寺
よ
り
山
道
を

こ
く
ぶ
ん
じ

下
り
第
五
十
九
番
・
国
分
寺
、
境
内
は
開
創
記
念
工

こ
う
り
ゅ
う

じ

事
の
最
中
、
国
分
寺
か
ら
別
格
十
番
・
興
隆
寺
ま
で

は
十
五
㎞
、
疲
れ
た
体
に
は
遠
い
。
ま
た
興
隆
寺
も

山
全
体
が
境
内
の
寺
、
本
堂
ま
で
が
遠
い
。

よ
こ
み
ね
じ

四
国
の
難
所
中
の
難
所
、第
六
十
番
・
横
峰
寺

別
格
十
一
番
・

い
き
き

じ
ぞ
う

生
木
地
蔵
を
早
朝

に
参
拝
し
、
横
峰

寺
に
向
う
。
西
条

お
お
と

ゆ
な
み

市
大
頭
か
ら
湯
浪

ま
で
歩
き
二
・
二

㎞
の
急
登
、
標
高
七
〇
〇
ｍ
、
境
内
の
し
ゃ
く
な
げ

の
新
緑
が
映
え
る
。

か
ん
す
い
い
っ
ぱ
い
あ
し
た

め
い

さ
さ

お
大
師
さ
ま
の
詩
文
に
「
澗
水
一
杯
朝
に
命
を
支

さ
ん
か
い
ち
い
ん
ゆ
う
べ

し
ん

や
し
な

え
、
山
霞
一
咽
夕
に
神
を
谷
ふ
」
と
い
う
文
章
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
様
な
気
持
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

横
峰
寺
か
ら
第
こ
う
お
ん

六
十
一
番
・
香
園

じ寺
奥
ノ
院
白
滝
不

動
よ
り
香
園
寺
、

安
産
と
子
育
て
、

子
安
信
仰
の
殿

堂
、
大
聖
堂
の
本
堂
が
偉
容
を
誇
る
。
近
く
の
第
六

ほ
う
じ
ゅ
じ

十
二
番
・
宝
寿
寺
を
参
拝
し
て
今
回

の
満
足
行
を
終
え
る
。

合

掌

巡
拝
修
行
日
数

十
日
間

修
行
歩
行
距
離

二
五
八
・
四
㎞

修
行
参
加
者

十
二
名
（
一
部
参
加
者
を
含
む
）

四
国
八
十
八
ヶ
所
・
別
格
二
十
霊
場

四
国
霊
場
開
創
一
二
〇
〇
年
記
念

歩
く
お
遍
路

第
十
二
回

ま
ん

ぞ
く

ぎ
ょ
う

じ
ゅ
ん

ぱ
い

パ
ー
ト
�

平
成
２６
年

６
月
１７
日

よ
り

６
月
２６
日

第４３番・明石寺

第６２番・宝寿寺

鳥坂峠下の
へんろ小屋

十夜ヶ橋の
お大師さま

第４５番・岩屋寺
本堂

別格霊場
九番・文殊院第５３番・円明寺

第６０番・横峰寺
での登り

ブログ「�大師本坊
歩き遍路・沙門明善」

＊満足行修行の道中日記や写真、そ
の他行事には更新しています、良
かったらご覧下さい。

人
生
即
遍
路

（年２回 １・７月発行）�大師だより３ 第７４号（平成２６年７月２１日）�



錦の納札ご祈願札

平成２６年１１月１５日（土）～
平成２６年１１月２４日（月）１０日間

第十二回、満足行パート５は、第６２番・宝寿寺から第８３番・一宮寺まで歩いて巡拝致しま
す。お四国をおまいりしたくても出来ない方、歩いておまいりしたくても出来ない
方のお願い事を、あなたに代り歩き、各霊場のお大師さまにお願い、ご祈願させていただき
ます。
代参ご祈願ご希望の方は、１０月３１日までに�大師本坊にお申し出下さい。

※代参巡拝後、ご祈願礼、錦の納札をお授け致します。

四国八十八ヶ所・別格二十霊場巡拝

代参ご祈願のおすすめ

ご祈願料 ２，０００円以上（１人１願）

お盆供養とは別です。

あなたに代わり歩いておまいり・ご祈願

四国霊場開創
１２００年記念巡拝

満 足 行

日 時 平成２６年１１月１５日（土）～
平成２６年１１月２４日（月）１０日間

集 合 平成２６年１１月１４日（金） 午後５時
愛媛県西条市 しこくや
TEL０８９８－７６－２００８

巡 路 第６２番・宝寿寺――（別）１２番――
（別）１９番――第８３番・一宮寺まで

参加ご希望の方は巡拝資料、申込書をお送り致します。

涅槃の道場・讃岐霊場を巡拝し、お大師さまの同行二人のご誓願を身をもって
体験、修行する。

第６２番・宝寿寺～別格１９番・香西寺、第８３番・一宮寺まで

※参加申し込み〆切日 平成２６年１０月３１日

参 加 料

１０，０００円

人生即遍路
四国霊場開創
１２００年記念

満 足 行
歩くお遍路
パート５

般
若
心
経
折
り
紙

願
掛
け
千
羽
鶴

一
千
枚
（
千
五
百
円
）

◎◎
ごご
病病
気気
のの
方方
のの
快快
復復
をを
願願
いい
、、まま
たた
子子
宝宝
、、

出出
産産
、、
試試
験験
等等
のの
諸諸
願願
成成
就就
のの
たた
めめ
。。

◎◎
亡亡
くく
なな
っっ
たた
方方
のの
得得
脱脱
をを
祈祈
りり
、、
慰慰
霊霊
鎮鎮

魂魂
のの
たた
めめ
一一
折折
、、
一一
折折
願願
いい
をを
込込
めめ
てて
おお

祈祈
りり
下下
ささ
いい
。。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�

�
��

�
��

壱
万
円

あ
な
た
の
お
願
い
事
を
、
檀
木
に
浄

写
し
て
大
柴
燈
護
摩
修
行
に
て
、
ご
祈

念
お
焚
き
上
げ
致
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
本
お
集
ま
り

次
第
、
〆
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
の
程
。

※
お
電
話
に
て
承
り
ま
す
。お
申
し
出
下
さ
い
。

傷害保険料、渉外費に充当

※奉納経料金、宿泊代、昼食代等は
各自、個人負担

第十二回

（平成２６年７月２１日）第７４号 ４��大師だより（年２回 １・７月発行）



徳
島
県
　
山
田
　
太
郎 

群
馬
県伊

藤

修

聖

埼
玉
県黒

澤

茂

務

黒

澤

け
い
子

福
井
県皆

見

勝

義

愛
知
県大

野

達

夫

長
谷
川

誠

次

滋
賀
県高

橋

綾

子

岡
山
県玉

木

ク
ニ
ヱ

徳
島
県大

森

浩

二

愛
媛
県大

上

俊

恵

高
知
県櫛

田

成

来

宮
崎
県富

山

真
都
可

香

港�

韋

貽

陳

耀

宗

譚

耀
秋
闔
家

謝

蓮

好

莫

紫

紅

黎

昌

倫

香

港許

貝

茵

李

偉

勲

文

帯
闔
家

�

津
發
闔
家

凌

麗
萍
闔
家

莫

元
剛
闔
家

楊

飛

騰

李

自
力
闔
家

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
六
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
五
十
九
番

国
分
寺

千
葉
県立

花

美
智
子

東
京
都塩

澤

眞

睦

香
川
県白

山

福

義

香
川
県尾

木

久

雄

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
六
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

び
ゃ
く

え

か
ん

ぜ

お
ん

ぼ

さ
つ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

だ
い
じ
だ
い
ひ

大
慈
大
悲
の
心
で
、
私
た
ち
を
苦
し
み
か
ら
救
い
導
く
仏
、
観
音
さ
ま
に
お
願
い
を
!!

しし
ゃゃ
ばば

せせ
かか
いい

娑娑
婆婆
世世
界界
（（
現現
世世
界界
））
にに
はは
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
苦苦
しし
みみ
・・
悲悲
しし
みみ
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい
ああ
りり
まま
すす
。。

ごご
くく
らら
くく
じじ
ょょ
うう

どど

観観
音音
ささ
まま
はは
、、
ここ
のの
苦苦
しし
みみ
・・
悲悲
しし
みみ
かか
らら
救救
うう
たた
めめ
、、
極極
楽楽
浄浄
土土
のの
世世
界界
よよ
りり
娑娑
婆婆
世世

界界
にに
降降
りり
てて
きき
まま
すす
。。

そそ
しし
てて
、、
三三
十十
三三
通通
りり
のの
姿姿
にに
変変
わわ
りり
、、
私私
たた
ちち
一一
人人
一一
人人
のの
事事
情情
にに
応応
じじ
てて
、、
そそ
のの

姿姿
をを
変変
ええ
救救
いい
のの
手手
をを
差差
しし
延延
べべ
てて
下下
ささ
いい
まま
すす
。。
観観
音音
ささ
まま
のの
手手
がが
長長
いい
のの
はは
、、
やや
ささ

しし
いい
手手
をを
差差
しし
延延
べべ
てて
くく
れれ
るる
とと
いい
うう
慈慈
悲悲
のの
形形
のの
表表
れれ
でで
すす
。。

観観
音音
ささ
まま
にに
おお
願願
いい
事事
のの
ああ
るる
方方
、、
永永
代代
のの
ごご
供供
養養
をを
望望
まま
れれ
るる
方方
はは
、、
願願
主主
にに
なな
らら

れれ
、、
ごご
加加
護護
をを
受受
けけ
らら
れれ
まま
すす
よよ
うう
おお
勧勧
めめ
致致
しし
まま
すす
。。

白衣観世音願主料

弐 万 円
（１体１願）

◎お願い事、お名前を刻印し
御祈念後、西国三十三観
音お砂踏み霊場に奉安し
ます。

※※
観観
音音
ささ
まま
奉奉
安安
ごご
希希
望望
のの
方方
はは
、、
おお
申申
しし
出出
下下
ささ
いい
。。
申申
込込
用用
紙紙
をを
おお
送送
りり
致致
しし
まま
すす
。。

�
�
��

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

不
動
洞
内
、
八
十

八
ヶ
所
各
霊
場
ご
宝
前

に
立
体
的
な
蓮
華
台
を

設
置
。
蓮
の
華
に
い
だ

か
れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ

み
修
行
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先

祖
様
の
尊
い
ご
縁
で
生

か
さ
れ
て
お
り
、ま
た

毎
日
あ
ら
ゆ
る
力
の
お

か
げ
で
生
活
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
尊
い
お
か

げ
の
心
を
ご
供
養
す
る

お
気
持
ち
で
蓮
華
台
奉

納
の
お
申
し
出
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
奉
納
供

養
は
一
口
壱
万
円
と
し

各
霊
場
側
面
に
府
県

名
、
ご
芳
名
を
記
し
永

代
に
ご
供
養
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

合

掌

奉
納
数
は
一
〇
八
ヶ
寺

で
終
了
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

蓮
華
台
奉
納
の
お
申
し
出

を
し
て
い
た
だ
け
る
方

は
、
お
願
い
事
、
施
主
名

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
を
お
送

り
致
し
ま
す
。
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�

�
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○
西
国
三
十
三
観
音
（
各
御
本
尊
）

○
中
国
、
入
唐
赤
岸
鎮
（
弘
法
大
師
）

○
イ
ン
ド
八
大
仏
跡
（
釈
迦
如
来
）

○
中
国
、西
安
市
青
龍
寺（
恵
果
阿
闍
梨
）

�
大
師
で
は
、
お
砂
踏
み
霊
場
の
御
仏
体
建
立
奉

納
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

当
代
の
仏
師
長
野
六
弘
師
に
依
頼
、
各
御
本
尊
彩

色
彫
り
に
て
御
厨
子
、
納
骨
台
に
御
芳
名
を
刻
印
納

骨
致
し
ま
す
。

御
仏
体
は
�
大
師
に
て
永
代
に
供
養
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
奉
納
し
て
い
た
だ
け
る
方
、（
三
十
六
ヶ
所
）指
定
ヶ

所
を
お
申
し
出
下
さ
い
。資
料
お
送
り
致
し
ま
す
。

����
第
一
番
、
第
二
番
、
第
三
番
、
第
五
番
、
第
六

����

番
、
第
八
番
、
第
二
十
番
は
既
に
お
祀
り
し
て

お
り
ま
す
。
右
記
以
外
で
ご
指
定
下
さ
い
。

�

�
�
�
�


�

�
�
�

おお
彼彼
岸岸
はは
年年
二二
回回
、、
春春
分分
のの
日日
とと
秋秋
分分
のの
日日
をを
（（
ちち
ゅゅ
うう
にに
ちち
））
とと
しし

前前
後後
のの
三三
日日
をを
合合
わわ
せせ
たた
七七
日日
間間
をを
いい
いい
まま
すす
。。

ここ
のの
日日
はは
昼昼
とと
夜夜
のの
長長
ささ
がが
同同
じじ
とと
なな
りり
、、
仏仏
教教
でで
はは
「「
迷迷
いい
」」
とと
「「
ささ

とと
りり
」」
のの
境境
地地
でで
ああ
りり
「「
現現
世世
」」
とと
「「
浄浄
土土
」」
のの
接接
すす
るる
日日
とと
いい
わわ
れれ
迷迷

いい
のの
ここ
のの
世世
界界
かか
らら
、、
川川
のの
向向
ここ
うう
岸岸
のの
悟悟
りり
のの
世世
界界
にに
渡渡
るる
たた
めめ
のの
教教

ええ
（（
六六
波波
羅羅
蜜蜜
））
をを
守守
りり
、、
日日
々々
のの
行行
いい
をを
慎慎
むむ
のの
がが
本本
来来
のの
彼彼
岸岸
のの
意意

味味
でで
すす
。。

�
�
�
�
�
�

【【
布布
施施
】】
他他
人人
へへ
施施
しし
すす
るる
ここ
とと

【【
忍忍
辱辱
】】
不不
平平
不不
満満
をを
言言
わわ
ずず
耐耐
ええ
忍忍
ぶぶ

【【
禅禅
定定
】】
心心
をを
安安
定定
ささ
せせ
るる
ここ
とと

【【
持持
戒戒
】】
戒戒
をを
守守
りり
、、
反反
省省
すす
るる
ここ
とと

【【
精精
進進
】】
精精
進進
努努
力力
すす
るる
ここ
とと

【【
智智
慧慧
】】
真真
実実
をを
みみ
るる
智智
慧慧
をを
働働
かか
せせ
るる

�
�

�
�
�
�
�
�
 
!
"
#
$

%
�
�
&
'
(

本本
来来
はは
毎毎
日日
心心
がが
けけ
るる
事事
でで
すす
がが
、、
日日
頃頃
はは
忙忙
しし
くく
実実
行行
でで
きき
なな
いい
まま

でで
もも
春春
とと
秋秋
のの
年年
二二
回回
くく
らら
いい
はは
六六
波波
羅羅
蜜蜜
をを
実実
践践
しし
、、
自自
然然
のの
恵恵
みみ
をを

たた
たた
ええ
生生
物物
をを
慈慈
しし
みみ
、、
生生
かか
ささ
れれ
てて
いい
るる
私私
たた
ちち
がが
、、
ごご
先先
祖祖
ささ
まま
にに

対対
すす
るる
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
でで
ごご
供供
養養
下下
ささ
いい
。。

一
口－

壱
万
円

※
一
人
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

（一ヶ寺３０名様完成品）
奉納者名は不動洞にて永代
にご供養致します。

（年２回 １・７月発行）�大師だより５ 第７４号（平成２６年７月２１日）	



護護
摩摩
堂堂
内内
にに
奉奉
安安
・・
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
身身
丈丈
５５４４
��

重重
ささ
８８
��

北
海
道

吉
鷹

美
枝

石
川
県

岡
田

幸
子

２
体

広
島
県

小
島
美
恵
子

徳

島

県

大
森

香

平
成
二
十
五
年
十
二

月
一
日
よ
り
平
成
二

十
六
年
六
月
三
十
日

ま
で
に
お
花
代
、
お

供
え
と
し
て
奉
納
さ

れ
た
方
で
す
。
こ
こ

に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
期
間
以
外
の
方

は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
敬
称
略
）

千
葉
県

山
本
富
士
実

広
島
県

大
西

幸
子

徳
島
県

横
川

武
美

香
川
県

浮
田
ト
シ
子

愛
媛
県

大
上

俊
恵

護
摩
堂
内
奉
安
護
摩

祈
願
の
大
不
動
明
王

永
代
ご
祈
願
大
不
動
明
王

奉
安
、
ご
祈
願
ご
希
望
の

方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

火
炎
に
お
願
い
事
、お
名
前
を
記
入

（
一
人
・
一
体
・
一
願
）

ご祈願 願主奉納料
金 参拾萬圓也

�
�
�
�
��

�
�
	


���

�

�
�
��

お
祀
り
出
来
な
い
方
、
お
祀
り
す
る
人
が
い
な
い
方

お
位
牌
預
か
り
、
過
去
帳
記
入

の
方
、
毎
日
、
お
仏
飯
お
茶
を
お

供
え
し
て
、
各
月
命
日
に
は
読
み

上
げ
供
養
を
致
し
ま
す
。

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

�
�
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千千

体体

地地

蔵蔵

尊尊

願願

主主

ごご

芳芳

名名

不不
動動
明明
王王
・・
白白
衣衣
観観
音音

飛飛

天天

曼曼

荼荼

羅羅

ごご
浄浄
財財
ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

御

奉

納

御
宝
号
大
の
ぼ
り

和和
歌歌
山山
県県

北北
上上

賢賢
二二

大大
阪阪
府府

北北
上上

昌昌
己己

御

奉

納

高
野
槇
十
七
本
、
献
木

御
子
息
十
七
回
忌
の
為

愛愛
媛媛
県県

橋橋
本本

渉渉

御

奉

納

馬
頭
観
音
大
提
灯

徳徳
島島
県県

島島

秀秀
子子

徳徳
島島
県県

南南

るる
みみ

（平成２６年７月２１日）第７４号 ６��大師だより（年２回 １・７月発行）



北
海
道

吉

鷹

美

枝

青
森
県

野

呂

喜
久
恵

東
京
都

塩

澤

眞

睦

�

野

忠

男

３
文
字

新
潟
県

本

間

路

子

５
文
字

新
潟
県

本

間

真

５
文
字

石
川
県

沼

田

幸

次

沼

田

美
津
枝

兵
庫
県

池

田

侑
美
枝

４２
文
字

和
歌
山
県

寺

村

晴

行

岡
山
県

戸

田

カ
ツ
ミ

中

山

素

身

徳
島
県

丸

田

賀

朗

香
川
県

森

田

貞

子

愛
媛
県

真

木

ミ

ヤ

南

鈴

代

匿

名

長
崎
県

松

尾

陽

子

４
文
字

平
成
二
十
五
年
十

二
月
一
日
よ
り
平

成
二
十
六
年
六
月

三
十
日
ま
で
に
奉

納
祈
願
さ
れ
た
方

で
す
。
（
敬
称
略
）

�
�
��

�

�
�
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�

�

北
海
道吉

鷹

美

枝

（
代
表
）

桑

原

シ

ゲ

大
阪
府福

井

久

子

山
口
県磯

�

剛

彦

徳
島
県河

野

守

義

宮
城
県伊

藤

と
よ
子

宮
城
県畠

山

さ
ち
子

東
京
都大

松

慈

永

（
代
表
）

平

田

澄

子

（
代
表
）

飯

島

睦

子

長
野
県臼

田

悦

子

岐
阜
県青

木

美
登
江

岐
阜
県加

納

勝

一

愛
知
県武

井

君

江

愛
知
県葛

山

定

枝

小
久
保

勝

巳

伊

藤

富

子

加

藤

千
加
子

長
谷
川

誠

次

滋
賀
県小

野

妙

圓

京
都
府金

子

哲

雄

大
阪
府奥

野

庄

司

田

中

康

夫

（
代
表
）

野

村

妙

観

橘

美
千
子

兵
庫
県池

田

侑
美
枝

兵
庫
県松

浦

幸

子

市

村

明

子

和
歌
山
県木

と
し
ゑ

岡
山
県天

野

恒

道

大
分
県

（
代
表
）

塩

崎

徳

子

宮
崎
県奈

須

良

子

香
港

（
代
表
）

�

韋

貽

平
成
二
十
五
年
十
二

月
一
日
よ
り
平
成
二

十
六
年
六
月
三
十
日

ま
で
に
奉
納
祈
願
さ
れ

た
方
で
す
。（
敬
称
略
）

般般
若若
心心
経経
塔塔
ごご
浄浄
財財

ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

般
若
心
経

多
宝
塔

お
写
経
奉
納
の
お
願
い

����� ��	
		��
上記の巻数は、平成２年１２月１日より

平成２６年６月３０日までの累計です。

�
大
師
本
坊
で
は
ご
信
者
の
皆
様
、
ご
参
拝
の
方
々
の
お
写
経
を

多
宝
塔
に
奉
納
致
し
ま
す
。

皆
様
の
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
お

写
経
は
多
宝
塔
に
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
、
お
送
り

し
ま
す
。

心経塔（多宝塔）

お
写
経
用
紙

（
三
十
枚
つ
づ
り
）

一
冊

千
円

荷
具
送
料

三
百
円

お
写
経
奉
納
料

一
巻（
一
枚
）千
円

「「
壱壱
千千
文文
字字
」」
ごご
奉奉
納納

願願

主主

ごご

芳芳

名名

ごご
奉奉
納納
文文
字字
数数

現現
在在

�
�
�
�
�
�

�
大
師
・
多
宝
塔

ご
奉
納

一
羽

千
円

�
大
師
で
は
皆
様
の
願
い
、
壱
萬
人
の
想

い
を
募
り
般
若
心
経
の
書
か
れ
た
紙
に
、
願

い
を
込
め
て
折
っ
て
戴
い
た
鶴
「
壱
萬
羽

鶴
」
の
ご
奉
納
祈
願
を
発
願
致
し
ま
し
た
。

皆
様
の
お
願
い
事
を
般
若
心
経
・
多
宝
塔

の
観
音
様
に
お
伝
え
し
、
飛
天
さ
ん
に
天
空

界
へ
と
届
け
て
戴
き
ま
す
。

「
お
願
い
事
、
お
名
前
を
書
き
、
一
折
、
一

折
に
思
い
と
祈
り
を
込
め
て
一
羽
の
鶴
を
完

成
さ
せ
て
下
さ
い
。」

�
�
�

�
�
�
�
	

平
成
２５
年
１１
月
３
日
よ
り

平
成
２６
年
６
月
３０
日
ま
で
の
累
計
で
す
。

多宝塔内、奉安

（年２回 １・７月発行）�大師だより７ 第７４号（平成２６年７月２１日）�



お盆にはご先祖さまに良い香りを!!

※消費税８％導入に伴い、平成２６年９月１日より「小箱５０円・徳用１００円」の値上げになります。

智慧の香り（金粉入り）

般 若
徳用（２，４００円）

小箱（１，２００円）

本 格

白 壇
徳用（２，６００円）

小箱（１，２００円）

蓮華の香り

福の花
徳用（１，６００円）

小箱（ ８００円）

特選 �大師銘香

本本年年ももごご法法礼礼大大祭祭をを上上記記のの如如くく盛盛大大にに修修行行すするる予予定定でですす。。
ごご参参加加、、ごご拝拝顔顔をを楽楽ししみみににししてておおりりまますす。。

◎前日、及び当日ご宿泊の方は十月二十日までにお申出ください。

水水琴琴千千体体地地蔵蔵尊尊御御供供養養（（駐駐車車場場）） 午午前前九九時時
家家内内安安全全大大般般若若経経法法要要（（本本 堂堂）） 午午前前十十時時
厄厄除除開開運運大大柴柴燈燈護護摩摩（（駐駐車車場場）） 午午後後一一時時
※※火火渡渡りり修修行行にに参参加加ししてて下下ささいい。。
奉奉祝祝大大ももちち投投げげ （（駐駐車車場場）） 午午後後三三時時
※※ううどどんんおお接接待待

ご法礼大祭
十一月三日（月）文化の日

お大師さまの
ご恩をたたえ喜ぶ

■
行

事
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�
大
師
で
は
多
宝
塔
、
飛
天
曼
荼
羅
荘
厳
に
あ
た
り
内
壁
と
飛
天

群
の
間
に
壱
千
文
字（
般
若
心
経
・
観
音
経
偈
・
聖
観
音
御
真
言
等
）

奉
納
祈
願
を
発
願
お
写
経
奉
納
ご
寄
進
の
方
の
代
表
と
し
て
浄
書
、

飛
天
群
に
よ
り
封
印
致
し
ま
し
た
。
こ
の
飛
天
曼
荼
羅
の
ご
開
帳
結

縁
法
要
を
十
一
月
二
日
、
大
祭
前
夜
祭
と
し
て
執
り
行
い
ま
す
。

当
日
、
法
要
で
は
壱
千
文
字
奉
納
の
方
々
の
お
願
い
事
を
観
音
さ

ま
に
ご
祈
念
し
て
、
飛
天
さ
ん
よ
り
天
空
へ
届
け
て
戴
き
ま
す
。
ご

出
席
の
皆
様
に
は
多
宝
塔
内
に
お
入
り
に
な
っ
て
戴
き
、
飛
天
結
縁

灌
頂
の
儀
を
致
し
ま
す
。

飛
天
は
天
空
界
よ
り
地
上
へ
舞
い
降
り
、
願
い
を
天
界
ま
で
届
け

る
手
助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。
大
聖
堂
の
天
井
を
覆
い
尽
す
天
使
と

同
じ
役
割
で
す
が
、
日
本
に
入
っ
て
く
る
と
本
堂
の
欄
間
な
ど
に
紋

様
化
さ
れ
、
飛
天
本
来
の
持
つ
表
現
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

飛
天
研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ
り
画
家
・
吉
永
邦
治
師
が
心
魂
を

注
ぎ
、
三
年
の
月
日
を
か
け
描
か
れ
た
飛
天
は
、
西
洋
美
術
・
東
洋

美
術
と
世
界
各
地
を
巡
り
、
飛
天
を
探
究
さ
れ
描
か
れ
た
絵
画
の
芸

術
的
迫
力
と
、
佛
・
飛
天
を
求
め
高
野
山
大
学
で
学
び
修
練
さ
れ
描

か
れ
た
、
唯
一
無
二
の
慈
愛
が
融
合
さ
れ
た
佛
と
し
て
の
飛
天
を
間

近
に
体
感
し
て
下
さ
い
。

本
来
の
お
姿
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
さ
れ
飛
天
、
堂
内
に
曼

荼
羅
と
い
う
宇
宙
空
間
を
創
り
出
し
た
多
宝
塔
は
、
現
在
日
本
で
唯

一
の
塔
と
な
り
ま
す
。

※
法
要
参
加
以
外
で
も
、
参
拝
の
折
、
事
前
に
お
電
話
で
拝
観
の
ご

予
約
を
戴
け
れ
ば
、
飛
天
さ
ん
の
ご
説
明
方
、
寺
者
立
会
い
の
も

と
、
ご
拝
観
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
拝
観
料

（
無
料
）

◎
拝
観
時
間

（
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
）

◎
ご
参
加
・
ご
宿
泊
の
方
へ
、
十
月
二
十
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

火渡り修行

厄除開運大柴燈護摩

壱
千
文
字
浄
書

飛
天
曼
荼
羅
荘
厳

ご
開
帳
結
縁
法
要

家内安全大般若経法要

奉祝大もち投げ

（平成２６年７月２１日）第７４号 ８��大師だより（年２回 １・７月発行）


